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コンセプト

　冊子を中心に扱っていた時代とは違い，ユーザ

はまず Web で必要とする学術コンテンツを入手し，

サービスを受けられることを期待する．Google 

Scholar や PubMed などでもある程度の情報が入手

できるが，大学が契約するコンテンツの網羅性や，

個別のニーズに応じた適切な情報の抽出，冊子体で

のみ所蔵する資料へのアクセスなどの点で，今のと

ころ十分ではない．また，大学内の研究者によって

生み出される論文や著書，教材，研究データなどの

学術コンテンツは，これまで自著の本文公開，電子

教材の提供，研究者の業績評価といった目的ごとに

システム化され，網羅的にアクセスすることができ

なかった．そこで，図書館 Web プラットフォーム

の中心的なサービスとして，大学内の学術情報資源

を統合した「九大コレクション」と，広く世界中

の文献をインデックスし，「九大コレクション」の

情報も合わせて発見可能な「世界の文献」という 

2 つの検索サービスを用意した．

　各検索サービスからは，電子的なアクセスだけで

なく，図書館所蔵資料の予約・取り寄せ，自動書庫

からの出庫指示など，さまざまなオプションが提供

されており，必要なコンテンツにたどり着けないと

きは図書館へ問合せを行うこともある．このよう

に，各々のサービスは相互に関係し合っているた

め，Drupal1）というコンテンツ管理システム（CMS）

を採用し，サイト全体のテーマやヘッダ，フッタ，

各コンポーネントのデザイン統合を図った．レスポ

ンシブデザインのテーマ採用によって，スマートフ

ォンやタブレット端末などの多様なデバイスにも対

応した．また認証については，大学内の IT 担当部

署と連携して，学術機関認証のスタンダードとなっ

ている Shibboleth2）に対応し，さらに国立情報学

研究所が運営する学認に参加することで，コンテン

ツへのアクセスや各サービスへのシングルサインオ

ンを実現している．

　そのほか，九州大学はグローバル化の拠点大学と

して，外国人研究者との共同研究や多くの留学生受

入を進めている．そのため，ユーザインタフェース言

語は日本語と英語をサポートし，さらに中国語や韓

国語などを必要に応じて拡張できる構造にしている． 

Web プラットフォーム （Drupal）

　たとえば，二足歩行ロボットを作るのに，フレー

ム，マイコンボード，電池，プログラムのソースコ

ードを一から自作しなくても，販売されている各パ

ーツを組み合わせ，アレンジすることで，作ること

ができる．Drupal は，コンテンツ，ブロック，モ

ジュール，テーマといったパーツを組み合わせて

Web サイトを構築することができるオープンソー

スの CMS であり，世界中の多くの学術機関で導入

されている．大学図書館ではイェール大学，ハーバ

ード大学，トロント大学など，世界の名だたる図書

館が採用し，Drupal4Lib というメーリングリスト

で活発な情報交換が行われるなど，コミュニティが

充実している．

　九州大学附属図書館では，この Drupal を Web

プラットフォームとして採用し，すべての Web サ

ービスを集約してきた（図 -1）．多言語対応，Shib-

boleth 認証などの基本的なモジュールは，すでに

Drupal コミュニティ上で提供されているものを追

加した．また検索機能である「九大コレクション」
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は， 後 述 す る「The eXtensible 

Catalog Drupal Toolkit」モジュー

ルを使用し，日本語環境や九州大

学の状況に合わせたカスタマイズ

を行った．さらに，図書館システ

ムとの連携が必要となるパーソナ

ルサービスや一部ページについて

は，独自に Drupal モジュールを

作成した．

ユーザインタフェース

　スマートフォンやタブレット端末からの Web 利

用が急速に進むなかで，デバイスごとに最適化し

た CSS（Cascading Style Sheets）ファイルを用意

し，デバイスの種類に応じて切り替える方法では，

新しいデバイスに対応するためのソース管理コスト

が高い．こうした状況へのシステム的な対応として，

Drupal ではレスポンシブデザインに対応したテー

マが用意されている．レスポンシブデザインは，デ

バイスや画面のサイズに応じて最適な表示に対応す

るよう設定されたファイルを 1 つのみ管理する方

法である．九州大学附属図書館では，Grid による

レスポンシブデザインが可能な Zen を Drupal のテ

ーマとして採用した．Grid とは画面をマス目状に

均等に分割し，そのマス目上でのレイアウトを可能

とする CSS フレームワークの一種で，コンテンツ

をマス目上に設定したブロックに配置すると，画面

幅に応じてブロックが折り返されて表示される仕組

みである （図 -2）
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図 -1　九州大学附属図書館のシステム全体図

図 -2　図書館トップページ
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　また，図書館のサービスやコンテンツは多様化し

ているため，従来通りすべてのメニューやコンテン

ツを並べて表示すると，ユーザが適切なものを直感

的に選択できない．そこで，モバイルファーストの

設計にすることで，ユーザにとって本当に必要な機

能や情報を厳選し，表示順や配置を再構成した．さ

らに，大学内の他のサービスとの連携を意識し，図

書館単独でサイトを美しくデコレートするのではな

く，機能的でフラットなデザインを心がけた．こう

したコンセプトを実践するために，プロの Web デ

ザイナーと連携してその意見や技術を取り入れ，ユ

ーザビリティの向上を図った．

九大コレクション 
（eXtensible Catalog） 

　大学内の知的生産物や図書館所蔵資料，アクセス

可能なコンテンツを収集した「九大コレクション」

は，eXtensible Catalog（XC）の Drupal Toolkit と

いうオープンソースの Drupal モジュールを利用し

ている．XC は，図書館が扱う多様なコンテンツを

1 つに統合して，検索を提供するシステムである．

特徴的な機能としては，検索エンジン Solr を核と

した適合度に基づく検索結果表示，フォーマットや

著者，主題などによる絞り込み，本の表紙画像や論

文のサムネイル表示，関連性の高いレコードの表示

などが挙げられる．

ⰪⰪメタデータマネジメント

　九州大学の知的生産物（文献）を体系的に収集し，

情報を補完するために，表 -1のとおりさまざまな

外部リソースを活用した．収集した情報は，検索エ

ンジンの精度を高めるため，統一的なマネジメント

が不可欠である．そのため，従来からの所蔵レコー

ドの目録システムに加え，論文，科研費課題，電子

教材，ディジタルアーカイブなど，学習・教育・研

究活動で使用するあらゆるコンテンツを一元的，効

率的に扱うことができるメタデータ／ファイル管理

システムを図書館の業務システムに追加した 3）．

　収集・整理したメタデータは，自館のサービスの

みならず，さまざまなサービスに流通させることで，

教育・研究活動のビジビリティを高めることができ

る．九州大学の研究者らにより執筆された論文情報

は，JAIRO（学術機関リポジトリポータル）へ，九

州大学関係の雑誌については，国立情報学研究所が

展開する次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業の

1 つである ERDB（電子リソース管理データベース）

のプロトタイプへ，データを受け渡している．今後

は，大学内の研究者情報データベースなどとの連携

も予定しており，メタデータの流通はますます加速

するだろう．

ⰪⰪ検索エンジン

　XC では，根幹となる検索エンジンに，オープン

ソースのエンタープライズサーチエンジンである

Apache Solr4）が採用されている．インデクシング

フィールドの設定や絞り込み機能の追加，適合度の

調整が容易であるばかりでなく，大量データのイン

デックスに適しており，国内外で多くの利用実績を

持つ．また，東アジア言語に対応したトークナイザ

ーも比較的精度の高いものが標準で用意されるよう

になるなど，多言語対応も進んでいる．

情報源 取得する情報 取得方法

CiNii 論文（九州大学） API

医中誌Web 論文（九州大学） API

Scopus 論文（九州大学） API

KAKEN 科研課題（九州
大学）

API

国立国会図書館サーチ 主題（和書） API

Library｠of｠Congress｠
Catalog

概要・目次（洋
書）

API

360｠MARC｠Updates 電子コンテンツの
メタデータ

FTP

「BOOK」データベース 概要・目次（和
書）

FTP

Syndetics ICE 概要（洋書） FTP

NDC・MRDF9 日本十進分類法 フロッピー
ディスク

ISSN国際センター リンキング ISSN Download

表 -1　メタデータを利用している外部リソース
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ⰪⰪ表示

　XC のユーザインタフェースは，

Drupal の特性を活かして，配置

の変更，RSS（RDF site summary）

対 応，AddThis（ ソ ー シ ャ ル ブ

ックマーク），文献管理ツールへ

の出力など，比較的容易に機能

を拡張することができた．また，

API を利用して，リアルタイムで

の貸出状況や本文アクセス表示，

Google Books や Amazon.co.jp か

らの表紙画像やレビュー，当該論

文の被引用回数表示なども行って

いる．そうすると，画面に表示す

る情報や機能が複雑になるため，

機能をグループ分けして配置したり，重要性の高い

ものに限定して初期表示するデザイン設計を行って

いる （図 -3） 5）．

世界の文献 （Summon）

　大学が単独で世界中の学術文献を網羅的にインデ

ックスし，構成員に検索を提供することは，スケー

ルの面からもコンテンツを持つ出版社との契約の面

からも，現実的ではない．九州大学では，ディスカ

バリサービス 6）と呼ばれる学術検索サービスを利

用して，これを提供している．九州大学が採用した

ProQuest 社の Summon は，日本を含む世界中の学

術出版社や図書館等から約 14 億にのぼるコンテン

ツをインデックスし，700 を超える機関で導入され

ている．インデックスされたコンテンツは，機関ご

とにコントロールされており，契約が必要な検索サ

ービス（JapanKnowledge，医中誌 Web，Scopus，

Web of Science など）もインデックスに加えられ

ている．また機関独自のコンテンツを追加すること

も可能なため，「九大コレクション」で提供してい

る約 200 万件のレコードを OAI-PMH という方式で

受け渡し，日々データ更新を行っている．表示では，

Best Bets と呼ばれるキーワードに応じたコンテン

ツの優先表示や，項目や位置調整などのカスタマイ

ズを行うとともに，「九大コレクション」と同様に，

図書館の所蔵情報をリアルタイムに表示させている．

次期バージョンでは，ヘッダやテーマカラーの統一

を図る予定である．

パーソナルサービス

　パーソナルサービスは，検索サービスから利用す

る図書の予約，自動書庫からの出庫指示，電子的な

文献複写サービスのほかに，貸出更新や他大学から

の文献取り寄せ，施設予約，図書・雑誌購入，執筆

した文献のセルフアーカイブ機能（図 -4）などが

ある．従来は図書館システムや個々のサービスが提

供するシステムをそのまま外付けしていたが，これ

を Drupal 上に統合し，他のサービスから画面遷移

した場合でも違和感なく利用できるようルック・ア

ンド・フィールを調整している．

ユーザ認証

　パーソナルサービスを提供するためには，セキュ

アでかつ利便性の高い認証をサポートすることが重

要である．近年では，大学内に限らず，自宅や出張

図 -3　九大コレクションの詳細ページ
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先からの学術コンテンツ利用のニ

ーズも高まっており，IP アドレ

ス認証に頼らない新しい認証機

構が求められている．Shibboleth

は，Google などでも使用されて

い る SAML （Security Assertion 

Markup Language） を基にした学

術機関認証で，大学構成員の認

証・認可やシングルサインオンを

実現する技術である．九州大学附

属図書館では，大学内の IT 担当

部署と連携して，Shibboleth の

認証局（IdP）対応や，各サービ

スの Shibboleth 化を行った．ま

た，出版社などが提供する電子ジ

ャーナルへのアクセスは，国立情

報学研究所が全国の大学等と共同

で進める学術認証フェデレーショ

ン（学認）を通じて，Shibboleth

化が行われている．九州大学も学

認に参加することで，学外コンテ

ンツへのシングルサインオンを実

現した （図 -5）．

　とはいえ，現在のところ Shib-

boleth や学認に未対応の出版社

も多く存在する．それを補うため，

EZproxy という電子コンテンツに特化した Web プ

ロキシサービスを提供している．EZproxy は，学内

に設置されたサーバを通して出版社のサイトにアク

セスするため，アクセスが学内 IP アドレスに限定

されたコンテンツを利用することができる．この

EZproxy も，Shibboleth によるシングルサインオ

ンに対応している．

図書館を使う

　学術コンテンツの利用環境は Web への移行が進

んでいるが，図書館は，引き続き学習や交流を行う

場としての機能を担っている．九州大学では，各キ

ャンパスに図書館（室）が配置されており，キャン

パスの特性に応じた資料や設備，サービスを提供し

ている．そのため，これらが学習・教育・研究活動

において有機的に活用されるよう，Web プラット

フォームでもサービスを紹介している．ただし，学

術コンテンツの検索・入手とは性質が異なるため，

メニューを分けて展開している（図 -6）．

今後の展開

　Web やディジタル技術の著しい進歩のなか，電

子書籍の普及，電子教材作成の本格化，研究データ

キュレーションやディジタル人文学のサポートなど，

図 -5　学認の機関選択画面

図 -4　セルフアーカイブのページ
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　2004 年から九州大学附属図書館に勤務．2010 年よりシステム担
当として，Web プラットフォームやディスカバリサービスの開発・
導入に携わる．

■ 片岡　真　kataoka.shin.361@m.kyushu-u.ac.jp

　1997 年から広島大学附属図書館，2003 年から九州大学附属図書
館および同情報システム部でシステムや電子リソースを担当．確か
な知識と人を繋ぐための仕組みに興味を持つ．

学術コンテンツ流通やサービス

のニーズも変化し続けている．こ

のような状況下では，システム

も一度用意したものを使い続け

るだけでなく，状況に合わせて

機能を追加したり，守備範囲を

変えていく必要がある．そのた

め，柔軟性の高いメタデータ／

ファイル管理システムや，拡張

性が高くコミュニティが活発な

Drupal と い う Web プ ラ ッ ト フ

ォームを手にしたメリットは大 

きい．

　しかしながら，開発の継続性

という点では課題が残った．構築に携わったメンバ

が少人数に限定されたことや，さまざまな新しい開

発手法を取り入れたことで専門性が高くなり，メン

バの入れ替えによる経験やコンセプトの継承が難し

くなっている．今後システムを持続的に発展させる

ためには，従来のように技能共有を組織内に限定す

るのではなく，活動を同じくする組織外の人との繋

がりによってコミュニティを形成し，システムを共

同で準備することも必要となるであろう．またシス

テム自体も，各組織内に抱えるのではなく，クラウ

ド環境での構築やサービス提供にすることで，最適

化が図れるかもしれない．

　新たな技術や活動の隆盛によって，コンテンツの

形式やシステムのニーズは変化するが，このような

時代に重要なのは，「現在」だけでなく「未来」を

良くするための長期的な視点である．図書館は，人

類の蓄えた膨大な情報の中から「確かな」知恵を引

き出す装置であると広く捉え，時流に合わせて最適

なシステムをデザインしていきたい．
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